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佐久地域（長野県）【地下水編】

将来にわたり水の恩恵を享受できる地域を目指して
地域全体で水資源を守り、育み、将来世代へ引き継ぐ

白糸の滝（軽井沢町）

佐
久
地
域
は
、
小
諸
市
、
佐
久
市
、
東
御
市
、
小

海
町
、
川
上
村
、
南
牧
村
、
南
相
木
村
、
北
相
木

村
、
佐
久
穂
町
、
軽
井
沢
町
、
御
代
田
町
、
立
科

町
の
12
市
町
村
か
ら
な
り
、
信
濃
川（
長
野
県
内

は
千ち

く
ま
が
わ

曲
川
と
い
う
）の
最
上
流
域
に
あ
た
り
ま
す
。

周
辺
の
山
々
か
ら
涵
養
さ
れ
た
豊
富
な
地
下
水
は
、

地
域
に
お
け
る
ほ
ぼ
全
て
の
水
道
水
の
水
源
と
な

り
、
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
酒
類
製
造
業
な
ど
産

業
に
も
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
水
に
ま
つ
わ
る

祭
事
な
ど
の
文
化
の
継
承
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
久
地
域
に
と
っ
て
、
良
質
で
豊
富
な
水
を
信

濃
川
の
下
流
域
に
送
り
続
け
る
こ
と
は
、
社
会
的

に
果
た
す
べ
き
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
地

域
で
は
、
水
源
地
の
保
全
や
、
地
下
水
保
全
の
た
め

の
取
水
規
制
な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
農
業
用
水
の
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
全
体
で
目
指

す
将
来
像
を
、「
将
来
に
わ
た
り
水
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
佐
久
地
域
」と
定
め
、
水
資
源
を
守
り
、
育

み
な
が
ら
有
効
利
用
を
図
り
、
将
来
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水・かん養・水環境
【主　体】	 佐久地域流域水循環協議会
【連絡先】	 佐久市	環境部	環境政策課

長野県

新潟県

富山県

岐阜県 山梨県

群馬県

Profile

佐久地域佐久地域
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■ 地下水編

地
域
共
有
の
財
産
で
あ
る

地
下
水
等
水
資
源
を
未
来
に

確
実
に
継
承
す
る
た
め
に

佐
久
地
域
流
域
水
循
環
計
画

信
濃
川
水
系
の
最
上
流
部
に
あ
た
る

佐
久
地
域
に
と
っ
て
、
近
年
過
剰
な
施

肥
な
ど
を
原
因
と
す
る
浅
井
戸
の
硝
酸

態
窒
素
汚
染
等
の
環
境
問
題
を
背
景
に
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は
回
復
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
水
は
地
域

の
枠
を
超
え
、
長
い
年
月
を
掛
け
て
循

環
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
循
環
に
関

わ
る
取
組
、
特
に
地
下
水
等
水
資
源
の

保
全
の
取
組
は
、
市
町
村
の
枠
に
収
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
流
域
全
体
で
連
携

し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
佐
久
地
域
で
は
、
地
下
水

等
水
資
源
が
地
域
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し
、
健
全
な
水

循
環
を
守
る
た
め
、
２
０
２
１
年
８
月
に
、

３
つ
の
基
本
方
針
と
そ
れ
に
対
応
す
る
４

つ
の
目
標
か
ら
な
る「
佐
久
地
域
流
域
水

循
環
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
各
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施

策
・
取
組
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
久

地
域
全
体
で
、
行
政
・
住
民
・
団
体
・
事

業
者
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
策
・
取
組
に
は
、
佐
久
地
域

全
体
で
の
取
組
が
必
要
な
も
の
と
、
地
域

毎
で
の
取
組
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

佐
久
地
域
で
は
、
地
域
を「
盆
地
・
低
地
」

「
盆
地
・
低
地（
涵
養
域
）」「
山
地（
涵
養

域
）」の
３
つ
に
分
類
、
施
策
・
取
組
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010

「
佐
久
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
地
下
水
等

水
資
源
保
全
の
た
め
の
共
同
声
明
」発
表

2011.12

佐
久
地
域
に
お
け
る
地
下
水
採
取
規
制
に

関
す
る
条
例
等
を
整
備

2012.6～
2013.6

水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡
会
全
体
会
議
の

中
で「
災
害
時
相
互
応
援
」に
関
す
る
宣
言

2017.10

佐
久
市
内
で「
水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡

会
担
当
者
会
議
」の
開
催
と
現
地
視
察
を
実
施

2019.7

佐
久
地
域
の
市
町
村
長
ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て

「
水
資
源
保
全
全
国
自
治
体
連
絡
会
」設
立

（	

会
長
：
栁
田
清
二	

佐
久
市
長
）

2014.7

「
地
下
水
等
水
資
源
保
全	
連
絡
調
整
会

議
」設
置

2011.6

「
水
資
源
保
全
サ
ミ
ッ
ト
」開
催

2013.10

「
佐
久
地
域
流
域
水
循
環
協
議
会
」設
立

2018.8

「
佐
久
地
域
流
域
水
循
環
計
画
」策
定

2021.8

施策・取り組みなどとの対応を示す地域分類のイメージ

基本方針および目標

←佐久地域における
　地下水の流れのイメージ
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地
域
が
一
体
と
な
っ
た

水
資
源
の
保
全
・
管
理

「鍵」
その1地

下
水
や
湧
水
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、

流
域
や
地
下
水
盆
を
共
有
す
る
自
治
体
が

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
佐

久
地
域
は
、
佐
久
盆
地
を
中
心
と
す
る
生

活
・
文
化
圏
を
形
成
し
て
お
り
、
古
く
か

ら
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
い
地
域
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
地
下
水
や
湧
水
の
保
全
に
お
け
る
課

題
の
共
有
と
連
携
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
６
月
、「
地
下
水
等
水
資

源
保
全
連
絡
調
整
会
議
」が
、
佐
久
地
域

12
市
町
村
、
佐
久
水
道
企
業
団
及
び
浅
麓

水
道
企
業
団
の
14
団
体
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
整
会
議
で
は
、
地
下
水
等
の

水
資
源
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、
水
資

源
を
取
り
巻
く
現
状
を
把
握
し
、
関
係

市
町
村
及
び
団
体
に
お
け
る
課
題
等
に

つ
い
て
、
相
互
に
情
報
交
換
や
研
究
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
12
月
に
は
、
地
下
水
や
湧

水
等
の
水
資
源
が
佐
久
地
域
及
び
そ
の
周

辺
地
域
共
有
の
財
産
と
し
て
の
公
水
で
あ

る
と
認
識
し
、
地
下
水
等
水
資
源
の
保
全

に
努
め
る
等
の
内
容
を
定
め
た「
佐
久
地

域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
地
下
水
等
水
資

源
保
全
の
た
め
の
共
同
声
明
」が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
声
明
を
も
と
に
水
資
源
保
全
に
関

す
る
法
令
整
備
の
要
望
書
の
提
出
や
、
水

資
源
保
全
に
関
す
る
問
題
提
起
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た「
水
資
源
保
全
サ
ミ
ッ

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
市
町

村
で
は
、
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例

の
整
備
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

佐
久
地
域
で
は
、
水
源
地
域
に
お
け
る

涵
養
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
水

資
源
保
全
地
域
や
水
源
涵
養
機
能
維
持
増

進
森
林
の
指
定
を
は
じ
め
、
水
源
林
整
備

や
中
山
間
地
域
農
業
直
接
支
払
事
業
、
更

に
は
新
規
就
農
の
た
め
の
就
農
相
談
会
に

至
る
ま
で
、
各
市
町
村
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
資
源
保
全
地
域
と
は
、
水
源
地
域
の

う
ち
、
そ
の
土
地
の
所
有
及
び
利
用
の
状

況
等
を
勘
案
し
て
水
資
源
の
保
全
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で

あ
っ
て
、「
長
野
県
豊
か
な
水
資
源
の
保

全
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
市
町
村

長
の
申
出
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
区

域
の
こ
と
で
す
。
指
定
さ
れ
た
地
域
内

の
土
地
に
お
い
て
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
土
地
取
引
等

が
行
わ
れ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
事
前

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
佐
久
地

域
で
は
、
３
市
町
村
11
地
域
に
わ
た
る

4
9
2.
4
8
h
a
の
区
域
が
水
資
源
保

全
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
各
地
域
で
は
、
公
共
用
水
域
な
ど

の
水
量
と
水
質
の
調
査
が
、
国
、
長
野
県
、

市
町
村
で
分
担
し
て
、
継
続
的
に
行
わ
れ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
水
質
改
善
な
ど

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

計画の目標達成に向けた施策・取組

水源地域における
貯留・涵養機能の
維持及び向上

佐久地域の主要な
水資源である
地下水の保全

良好な水環境と
水辺の空間維持

地域の水の多面的
な利用・活用

多様な水辺空間や
水文化資産の活用
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■ 地下水編

市と高校の協働による水生生物調査～調査成果～

↓戌の満水-その時、佐久では

←信州地域史料アーカイブ
　「戌の満水」の忠実を歩く

水
に
関
わ
る
教
育
・
啓
発

「鍵」
その2健

全
な
水
循
環
に
関
す
る
教
育
・
啓

発
を
進
め
る
た
め
、
水
道
管
理
者
等
と
学

校
関
係
者
、
各
種
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
、

治
水
事
業
や
利
水
事
業
な
ど
に
関
す
る
現

地
見
学
会
、
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
住
民
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
関

係
者
の
連
携
に
よ
り
、
自
主
的
な
啓
発
活

動
、
青
少
年
へ
の
体
験
活
動
の
機
会
の
提

供
、
指
導
者
の
育
成
な
ど
の
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
的
な
情
報
発
信
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
喚
起
、
活
動
へ
の
き
っ
か
け

作
り
を
目
的
と
し
て
、
個
人
・
団
体
へ
の

表
彰
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発

信
、
評
価
指
標
の
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
場
を
活
用
し
た
住
民
参
加
型
の
啓
発
活

動
な
ど
、
多
く
の
市
町
村
で
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蓼た

て
し
な科
の
水
を
考
え
る
会
」で
は
、
行
政

と
地
域
の
協
働
で
子
供
た
ち
に
水
と
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、「
夏
休
み

子
ど
も
水
辺
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
水
の
日
」に
開
催
さ
れ
た「
水
フ
ェ
ス

i
n
佐
久
２
０
１
８
」で
は
、
軟
水
・
硬

水
の
飲
み
比
べ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
配

布
、
園
児
た
ち
や
佐
久
商
工
会
議
所
女
性

会
に
よ
る
打
ち
水
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
で
の
学
習
や
防
災
に
役
立
つ
資
料
と

し
て
、
寛
保
２
年（
１
７
４
２
年
）に
千
曲

川
流
域
で
起
き
た「
戌い

ぬ

の
満ま
ん
す
い水
」と
呼
ば
れ

る
大
水
害
に
つ
い
て
解
説
し
た
資
料
が
作

成
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
将
来
を
担
う
世
代
へ
の
働

き
か
け
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
や
高
校
な
ど
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
水

生
生
物
調
査
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

市と高校の協働による水生生物調査～調査風景～
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地
域
の
水
の

多
面
的
な
利
用
・
活
用

「鍵」
その3佐

久
地
域
の
地
下
水
は
、
上

水
の
主
要
水
源
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
工
業
用
水
、
農
業
用
水

な
ど
様
々
な
業
種
・
用
途
で
利

用
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
地
域

資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道

水
や
農
業
用
水
以
外
の
用
途
と

し
て
は
、
親
水
施
設
で
の
せ
せ

ら
ぎ
用
水
と
し
て
の
利
用
の
ほ

か
、
小
水
力
発
電
や
農
業
用
水

沿
い
の
水
辺
景
観
の
付
加
価
値

化
な
ど
、
新
た
な
形
で
の
水
の

活
用
も
み
ら
れ
ま
す
。

佐
久
地
域
に
は
、
千
曲
川
の

源
流
、
歴
史
的
用
水
な
ど
の
多

く
の
水
辺
空
間
が
あ
り
、酒
造
・

養
魚
な
ど
に
よ
る
物
産
品
、
水

に
ま
つ
わ
る
祭
事
・
伝
承
な
ど
、

多
様
な
水
文
化
資
産
も
存
在
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域

の
多
様
な
水
文
化
を
活
用
し
、

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
佐
久
の
水
に
由
来
す
る
地

域
産
品
の
情
報
発
信
や
特
産
品

の
開
発
、
温
泉
地
、
景
勝
地
に

よ
る
観
光
振
興
な
ど
の
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

河川一斉パトロールの様子

信州サーモン

うそのくち円形分水

地
域
の
住
民
・
団
体
の
参
加
に

よ
る
良
好
な
水
環
境
の
維
持

注目1
佐
久
地
域
で
は
、
良
好
な
水
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
、
河
川
の
定
期
水
質
調
査

や
清
掃
・
巡
視
な
ど
、
地
域
の
住
民
・
団

体
の
参
加
に
よ
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。「
信
濃
川
を
守
る
協
議
会
」に

よ
る
春
季
・
秋
季
の
年
２
回
の
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
牧
村
平
沢

集
落
で
は「
水
を
守
る
」取
組
の
一
環
と
し

て
、
年
に
１
度
、
住
民
が
参
加
し
て
主
要

用
水
路
の
泥
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蓼
科
の
水
を
考
え
る
会
」や「
松
原
湖
を

美
し
く
す
る
会
」の
水
啓
発
に
関
す
る
活
動
、

各
地
区
の
河
川
愛
護
活
動
団
体
な
ど
に
よ

る
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
も
、
良
好
な

水
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
で
す
。

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
の
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
保
全
活
動
の
内
容
や
予
定
な
ど

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
利
用
し
て

地
域
全
体
で
共

有
す
る
枠
組
み

を
構
築
す
る
取

組
も
今
後
進
め

て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

千
曲
川
上
流
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化

注目2
佐
久
地
域
で
は
、
米
、
野
菜
、
果
樹
な

ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
川
上
村
や
南

牧
村
は
全
国
有
数
の
高
原
野
菜
の
生
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
五
郎
兵

衛
米
」、「
佐
久
鯉
」、「
信
州
サ
ー
モ
ン
」、

「
信
州
蓼
科
牛
」、「
白
土
ば
れ
い
し
ょ
」な

ど
の
ブ
ラ
ン
ド
品
や
、
ぶ
ど
う
、
桃
、
リ
ン

ゴ
、
プ
ル
ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
花
き
な

ど
の
様
々
な
特
産
品
、
さ
ら
に
日
本
有
数

の
酒
ど
こ
ろ
と
評
さ
れ
る
13
の
蔵
元
や
ワ

イ
ン
産
業
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
の
水
に
関
わ
る

魅
力（
コ
ン
テ
ン
ツ
）を
結
集
し
て
千
曲
川

上
流
域
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
組
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
や
体
験
型
観
光

に
よ
り
全
国
へ
佐
久
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
取
組
の
ほ
か
、
安
定
し
て
良
好
な
水

資
源
が
得
ら
れ
る
環
境
を
活
か
し
て
、
新

規
就
農
や
移

住
の
促
進
を

図
る
こ
と
な

ど
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
水
文
化
の
継
承

注目3
佐
久
地
域
に
は
、
先
人
た
ち
が
水
を
有

効
に
利
用
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
に
農
業
用
水
と
し
て
整

備
さ
れ
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
疎

水
百
選
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
五ご

ろ郎
兵べ

え衛

用よ
う
す
い水
」、
疎
水
百
選
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
塩し

お
ざ
わ
ぜ
き

沢
堰
」、
貴
重
な
水
資
源
を
獲
得
す
る

た
め
に
激
し
い
水
争
い
が
あ
っ
た
歴
史
を

象
徴
す
る
史
跡
で
あ
り
現
在
も
地
域
の
農

業
を
支
え
て
い
る「
う
そ
の
く
ち
円
形
分

水
」な
ど
の
施
設
が
、
歴
史
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
佐
久
地
域
に
は
、
千
曲
川
の
源

流
や
滝
、
清
流
な
ど
多
く
の
名
所
や
景
勝

地
が
あ
り
、
水
に
ま
つ
わ
る
祭
事
な
ど
、

各
地
で
多
様
な
水
文
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
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■ 地下水編

こ
の
よ
う
な
佐
久
地
域
と
水
と
の
関
わ

り
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
地
域
全
体
で
共

有
す
る
た
め
に
、
佐
久
地
域
で
は
、
今
後
、

各
地
に
お
け
る
水
資
源
獲
得
の
歴
史
を
始

め
、
水
田
に
よ
る
保
水
・
涵
養
機
能
な
ど

の
多
面
的
効
果
、
水
に
ま
つ
わ
る
史
跡
･

祭
事
、
小
水
力
発
電
や
水
辺
景
観
活
用
な

ど
の
新
た
な
水
利
用
形
態
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
佐
久
地
域
共
通
の
教
材
が
作
成
さ
れ
、

作
成
さ
れ
た
教
材
は
、
全
て
の
市
町
村
で
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
の
様
々
な
場

面
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
佐
久
地
域

で
は
、
こ
う
し
た
教
育
啓
発
や
水
文
化
継

承
の
基
礎
と
な
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

評
価
体
制
の
構
築
と

地
域
連
携

佐
久
地
域
に
と
っ
て
地
下
水
は
水
道
水

源
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
、
水
産

業
、
酒
造
な
ど
の
地
域
の
産
業
を
支
え
る

重
要
な
資
源
で
す
。
佐
久
地
域
流
域
水
循

環
計
画
は
策
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、

水
に
関
す
る
取
組
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
自

治
体
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
佐
久
地
域
で
は
、
水
に
関
す
る
取

組
を
佐
久
地
域
全
体
で
共
有
し
、
地
域
連

携
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
、よ
り
効
率
的
・

合
理
的
な
体
制
・
運
用
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

12
市
町
村
と
い
う
多
数
の
自
治
体
で
連

携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
間
の
連
携
と

評
価
体
制
の
構
築
が
、
将
来
像
の
実
現
の

カ
ギ
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
成
果
・
実
績
の
振
り
返
り
の

た
め
、
各
市
町
村
の
取
組
状
況
の
進
捗
を

管
理
し
、
そ
の
結
果
を
集
約
・
共
有
し
、

計
画
内
容
や
連
携
体
制
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、結
果
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
実

行
計
画
）へ
反
映
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
久
地
域
で
は
地
域
全

体
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
や

湧
水
と
い
っ
た
水
資
源
の
保
全
を
図
っ
て

い
ま
す
。

活動の	
効　果

取組を伝え広げていく
ポイントは？
佐久地域は水資源に恵まれ
ているが故に、地域の多くの
住民にとって良質で豊かな水
を利用できることは当たり前
の認識となっています。しか
し近年の水循環を取り巻く環
境の変化により健全な水循環
に支障をきたす恐れがある
との推測もされていることか
ら、住民の水資源に関する理
解を深めていくとともに、水
資源は地域共有の貴重な財産
であるとの認識を普及させる
ことが重要となります。その
ためには佐久地域全体で、水
と触れ合う機会の創出や水資
源について関心を持っていた
だくための啓発や学ぶ機会な
どの拡充を図っていきたいと
考えています。

今後に向けて
本計画は佐久地域全体を包
括した計画です。今後は、市
町村ごとに行っている活動や
調査の結果などを佐久地域の
全ての住民が知ることのでき
る環境整備や、水資源につい
て関心をもった方がどの市町
村の活動にも参加できるよ
う、取組の輪を拡げる仕組を
構築するなど、12市町村の連
携を軸に水循環施策を推進し
ていきたいと考えています。
また佐久地域は千曲川上流域
に位置することから、上流域
としての役割について知る機
会を増やすとともに、活動を
地域内外に発信することで、
地域外へ取組の輪を拡げてい
ければと思います。

佐久地域流域水循環協議会
事務局

佐久市 環境部 環境政策課
環境保全係

佐藤 顕士さん（左）
土屋 智晶さん（右）
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水道水源地の見学会
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